
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）教科体育での実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教科外体育での実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校全体の体力テストの現状と課題とし

て、低学年では、ソフトボール投げ、高学年

では、上体起こし、反復横跳び、シャトルラ

ンなどの種目で市平均の記録を下回っている

学年が比較的多いことが分かった。このこと

から、投力、柔軟性、敏捷性、持久力を高め

る必要があると考える。また、学年が上がる

につれて、市平均の記録を下回る種目が増え

ていく傾向があることから、楽しみながら運

動することで、長期的な運動意欲を高める必

要もあると考えた。 

 上記の現状を踏まて、全校での取組として、

継続的にコーディネーショントレーニングを

用いた準備運動や、体つくり運動を取り入れ

るために「駒場っ子体操」を年間通じて推奨

することとした。 

 各学年で準備運動時に走る活動を取り入

れた。じゃんけんで負けたら逃げ、勝ったら

追いかけるなど、ただ走るだけでなく、楽し

みながらできる実践を行った。 

 体つくり運動の単元では、投力を高めるた

めに、フォームロケットの飛距離を競う活動

や、持久力を高めるために、コースを走りな

がら前の人のタグを取るおにごっこを行っ

た。また、自分のペースに合ったリズムで長

く効率的に走るジャストミートなどを取り

入れ、楽しみながら続けられる活動を行っ

た。さらに総合的に体力を向上させるため

に、体育科の授業の導入でサーキットトレー

ニングを行った。 

 柔軟性、協応性を高めたり、運動習慣をつ

けたりするために、本校オリジナルの「駒場

っ子体操」に年間を通して取り組んだ。 

 また講師を招聘し、走り方教室、タグラグ

ビーの実践教室、ボールクリニック、パラア

スリート交流授業など地域の専門家との連

携を図ることができた。 

 他にも１１月下旬から２週間、業間を利用

して全校でなわとび運動を行い、冬場の運動

量を確保した。各学年に応じた記録用紙を活

用し、日々の努力や成果を見えるようにした

り、記録会に向けて目標を設定したりするこ

とで、意欲を持続できるようにした。 

 

 

 
各取組の度合いに関して学級や学年に任せ

て実践を進めてきたため、良い実践を他学年

に伝える場が設定できなかった。 

今後は、他学年に発表する場や、教え合い

の場を設定していくことで、様々な手立てを

共有し、楽しみながら運動習慣を身に付けた

り、総合的な運動能力を高めたりしていくこ

とができるようにしたいと考える。 


